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香取市教育委員会会議録 

 

平成 27 年５月定例会議 

 

１ 期  日 

 

 

２ 場  所 

 

３ 出席者 

 

 

 

 

 

４ 欠席委員 

 

５ 傍聴者 

 

６ 出席職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 委員長 

 

８ 会議録 

署名人の指名 

 

９ 前回会議録 

  の承認 

 

10 教育長報告 

 

平成 27 年５月 28 日（木） 開会 午後２時 00 分 

閉会 午後５時 00 分 

 

市役所５階 504 会議室    

 

教育長  山 本 有 香 

教育委員 東   陽 一 

教育委員 平 塚 智 子 

教育委員 野 中 達 治 

教育委員 平 山 茂 治 

 

なし 

 

なし 

 

教育部長       林   高 志 

教育総務課長     畔 蒜   孝 

学校教育課長     増 田 進 一 

生涯学習課長     伊 奈   亘 

教育総務課副参事   久保木 豊 谷 

生涯学習課副参事   高 谷 早 苗 

生涯学習課副参事   北 見 仁 一 

香取学校給食ｾﾝﾀｰ所長 小 倉 律 子 

教育総務班長     門 井 明 子 

 

開会宣言 

 

委員 平 山 茂 治   委員 東  陽 一 

 

 

平成 27 年４月定例会議の会議録を全員異議なく承認 

 

 

前回の教育委員会議から今日までの教育関係の話題をお話しさせていた

だきます。 
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11 議決事項 

議案第１号 

教 育 長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員・質疑 

 

教育総務課長 

 

 

財政制度等審議会というのがありまして、国の財政のあり方について議

論しております。ここで、学校教育の話題が出ており、5 月 11 日の会議で

は、教職員定数のことが話題となっておりました。財務省の試算によると

平成 36 年度までの 10 年間で 42000 人の削減が可能とのことです。子ども

の数が自然減ということもありますが、一学級 35 人とすると普通に削減で

きるというわけです。しかし、教育は、簡単に人数で割り切るというわけ

にはいかないのです。例えば、いじめ・貧困等の対応で特別な支援の必要

な子どももいます。子どもが減ったからといって単純に教員を削減すると

いう発想は問題です。こういう考えに対しては、教育関係者は、色々なと

ころで必要な声をあげていかなければならないのです。 

教育委員の皆様には、昨日、千葉県教育委員会連絡協議会に、ご出席頂

きました。また、5 月 8 日に香取郡市教育委員会連絡協議会で、第一分科会

から第三分科会に分かれて要望書を検討いただきました。この要望は、県

政・国政へ繋がっているものなので、教育委員会としても、声を上げて、

予算を獲得していく努力をしていかなければなりません。これは、私たち

教育委員会の責任であり、そのような大切なことに各委員にも貴重な時間

をつかっていただいていることに、改めて感謝申し上げると共に、これか

らもご協力をお願いいたします。 

 

平成 27 年度教育費の６月補正予算について 

議案第１号「平成 27 年度教育費の６月補正予算について」事務局から提

案理由の説明をお願いします。 

 

「平成 27 年度教育費の 6 月補正予算について」ご説明いたします。 

 今回の 10 款 教育費では、37 万 4 千円を補正し、補正後歳出予算額を 50

億 6,060 万円とするものです。 

具体的には、香取市佐原文化協会の 60 周年記念事業への助成金 30 万円

（50 周年記念事業の際と同額）、を計上いたしました。 

また、文化会館費に、7 月 26 日開催の「宝くじ公園事業」における出演者

並びに参加生徒ケータリング（軽食）費用計 89 名分、7 万 4 千円を計上い

たしました。 

また、繰越明許費については、山田地区統合小学校整備事業における設計

業務委託について、適正な工期を確保するため、繰越明許を設定するもの

であります。 

 

繰越明許の内容は、何か。 

 

山田地区統合小学校整備事業は、山田中学校敷地内において、プールの

除却を行った後、小学校校舎及び屋内運動場を整備し、併せて、小中学校

双方のグラウンドの整備を行うものです。このため設計業務においては、
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教 育 長 

 

委員・審議 

 

教 育 長 

 

議案第２号 

教 育 長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

委員・意見 

 

 

 

委員・意見 

 

 

 

 

委員・質疑 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

委員・質疑 

 

建物やグラウンド配置の検討に多くの時間を要することから、年度内での

設計業務完了が困難なため、繰越とするものです。 

 

議案第１号「平成 27 年度教育費の６月補正予算について」採決します。 

 

全員異議なし 

 

全員賛成と認め、議案第１号は、原案のとおり可決する。 

 

香取市学校等適正配置計画実施プランについて 

議案第２号「香取市学校等適正配置計画実施プランについて」事務局か

ら説明をお願いします。 

 

本件は、4 月定例会からの継続審議案件でございます。 

前回ご説明させていただきましたとおり、2 月 9 日～3 月 10 日まで実施い

たしましたパブリックコメントにおきましては、何点かのご意見が寄せら

れましたが、「香取市パブリックコメント実施結果報告書」のとおり、原案

修正の必要がないと思量されることから、原案のとおり決定いただきたく

提案するものであります。 

ご審議のうえ、ご賛同賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

香取市の現状から適正配置計画は避けては通れないものであることは実

施プランを読んでいて納得できる。地域の人たちの意見に耳をかたむけな

がら、時間をかけて進めていただければ有り難いです。 

 

小規模校の良い点も多く、学校を残したいという地域の根強い意見も理

解できますが、更に小規模化が進行することで顕在化する教育環境面での

課題も少なくないことから、子どもたちのことを第一に考えて、地域への

情報提供に努めてもらいたい。 

 

子どものためにということを地域の方に理解してもらいたいが、特に大

変な地域というのは、あるんですか。 

 

小学校では、近い将来、複式学級編成になりそうなのは大倉小学校です。

中学校では、現在、来年４月に統合が決まっている佐原第三中学校、それ

から新島中学校・栗源中学校が３学年すべて単学級となっているほか、香

取中学校も 10 年後には全学年が単学級になると見込まれますが、それぞれ

の地元では、統合を急ぐ必要がないという意見もあります。 

そこで、私たちは何をしたらよいのですか。 
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教 育 長 

 

 

 

 

 

 

委員・質疑 

 

教育総務課長 

 

 

 

委員・意見 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

委員・審議 

 

教 育 長 

 

議案第３号 

 

 

教 育 長 

 

 

学校教育課長 

 

 

委員・質疑 

それを、ここでいろんな議論をしながら考えていくということになりま

す。例えば、１学年 10 人くらいの固定した人間関係で過ごしてきた子ども

たちが高校へ入り、いきなり 1 学年 400 人の世界へ出たときに戸惑ってし

まうようなこともあるのではないか。教育委員の皆様はもちろん地元の

方々にも、今の学校の現実をみていただき 20 年後位の姿を想像して考えて

いただきたいのです。 

 

進んでいないわけではないのですよね。 

 

湖東小学校と新島小学校が統合していますし、来年、佐原第三中学校の

統合が決まっていますので、徐々に進んでいます。その他の学校の地域へ

の働きかけも行っています。 

 

学校だよりで学校の様子を見ている。学校評議委員会で意見を聞い 

てみてはどうか。地域やＰＴＡは学校から発信されたことには協力するつ

もりでいる。学校の現場と保護者、地域の皆さんでこれからのことを考え

ていきたいです。 

 

このことについては、いろいろなことを考えていかなければならないの

で、委員や学校、地域の皆様から出された意見は、充分反映するように努

力してまいります。そこで、計画に不都合が生じた時には、随時、直しを

していけば良いのです。 

 

議案第２号「香取市学校等適正配置計画実施プランについて」採決しま

す。 

 

全員異議なし 

 

全員賛成と認め、議案第２号は、原案のとおり可決する。 

 

平成 27 年度香取市立栗源小学校及び栗源中学校の学校運営協議会委員の

委嘱及び任命について 

 

議案第３号「平成 27 年度香取市立栗源小学校及び栗源中学校の学校運営協

議会委員の委嘱及び任命について」事務局から提案理由の説明をお願いし

ます。 

香取市小中学校運営協議会規則第６条の規定により、藤崎祥雄他５名の

委嘱及び岡澤義信他８名を任命するものです。 

 

なし 
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教 育 長 

 

 

委員・審議 

 

教 育 長 

 

議案第４号 

 

教 育 長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

委員・質疑 

 

教 育 長 

 

 

委員・審議 

 

教 育 長 

 

議案第５号 

教 育 長 

 

 

 

委員・審議 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

議案第３号「平成 27 年度香取市立栗源小学校及び栗源中学校の学校運営

協議会委員の委嘱及び任命について」採決します。 

 

全員異議なし 

 

全員賛成と認め、議案第３号は、原案のとおり可決する。 

 

平成 27 年度香取市教育支援委員会委員並びに平成 27 年度の香取市教育支

援委員会調査員の委嘱及び任命について 

議案第４号「平成 27 年度香取市教育支援委員会委員並びに平成 27 年度

の香取市教育支援委員会調査員の委嘱及び任命について」事務局から提案

理由の説明をお願いします。 

 

平成 27年度香取市教育支援委員会委員の新規８名並びに委嘱及び任命し

平成 27 年度の香取市教育支援委員会調査員 31 名に委嘱する。任期は前任

者の残任期間となります。 

 

なし 

 

議案第４号「平成 27 年度香取市教育支援委員会委員並びに平成 27 年度

の香取市教育支援委員会調査員の委嘱及び任命について 

 

全員異議なし 

 

全員賛成と認め、議案第４号は、原案のとおり可決する。 

 

平成 27 年度教科用図書香取採択地区専門調査員の推薦について 

議案第５号については、教科用図書にかかる公正確保の観点から、香取

市教育委員会会議規則第６条の規定により、秘密会としてよろしいでしょ

うか。 

 

全員賛成 

 

全員賛成ですので、議案第５号については秘密会とします。参与の方は

ご退席ください。 

 

～～～ 以降、秘密会とする。 ～～～ 

 

（ 審 議 ） 
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議案第６号 

教 育 長 

 

 

香取市学校 

給食ｾﾝﾀｰ所長 

 

委員・質疑 

 

教 育 長 

 

 

委員・審議 

 

教 育 長 

 

 

議案第７号 

教 育 長 

 

 

香取市学校 

給食ｾﾝﾀｰ所長 

 

 委員・質疑 

 

 

 

 

委員・質疑 

 

教 育 長 

議案第８号 

教 育 長 

 

 

 

～～～ 審査後、秘密会を解く。～～～ 

 

 

香取市学校給食センター運営委員会委員の委嘱及び任命について 

議案第６号「香取市学校給食センター運営委員会委員の委嘱及び任命に

ついて」事務局から提案理由の説明をお願いします。 

 

香取市学校給食センター運営委員会委員について、小中学校の PTA 会長

の異動に伴い、新規の委員８名に委嘱するものです。 

 

なし 

 

議案第６号「香取市学校給食センター運営委員会委員の委嘱及び任命に

ついて」採決します。 

 

全員異議なし 

 

全員賛成と認め、議案第６号は、原案のとおり可決する。 

 

 

香取市食物アレルギー対策検討委員会委員の委嘱及び任命について 

議案第７号「香取市食物アレルギー対策検討委員会委員の委嘱及び任命

について」事務局から提案理由の説明をお願いします。 

 

香取市食物アレルギー対策検討委員会委員を委嘱及び任命するもので

す。 

 

なし 

 

議案第７号「香取市食物アレルギー対策検討委員会委員の委嘱及び任命

について」採決します。 

 

全員異議なし 

 

全員賛成と認め、議案第７号は、原案のとおり可決する。 

香取市青少年問題協議会委員の委嘱について 

議案第８号「香取市青少年問題協議会委員の委嘱について」事務局から

提案理由の説明をお願いします。 
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生涯学習課長 

 

委員・審議 

 

教 育 長 

 

12 協議事項 

協議第１号 

教 育 長 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

13 報告事項 

報告第１号 

教育総務課長 

学校教育課長 

学校給食ｾﾝﾀｰ所長 

 

委員・質疑 

 

教育総務課長 

 

委員・質疑 

 

 

学校給食ｾﾝﾀｰ所長 

 

 

 

 

香取市青少年問題協議会委員 1 名を新たに委嘱するものです。 

 

全員異議なし 

 

全員賛成と認め、議案第８号は、原案のとおり可決する。 

 

 

平成 27 年度学校等訪問及び移動教育委員会議について 

協議第 1 号「平成 27 年度学校等訪問及び移動教育委員会議について」事

務局から説明をお願いします。 

 

本件は、開かれた教育行政を目指し、各支所等において「移動教育委員

会議」を開催するとともに、併せて市内の教育事情を把握するため、教育

機関等への訪問・視察を行うものであります。 

今年度は、資料にありますとおり、中学校 3 校、小学校 2 校を計画しまし

た。なお 5 校のうち 2 校につきましては、教育委員会議の開催場所が、通

常と変わらない本庁となりますが、訪問終了後の移動時間の関係上、ご了

承いただきたいと存じます。 

 

今年度の「学校等訪問及び移動教育委員会議」については、原案のとお

り実施することで決定する。 

 

平成 27 年度各課等の経営目標及び課題について 

 

教育総務課、学校教育課及び学校給食センターの平成 27 年度各課等の経

営目標及び課題について説明する。 

 

 

大綱の策定は、いつまでなのか。 

 

期限はないが、今年度中に策定したいと考えています。 

 

給食費の値上げは、どれくらい見ているのか。食品の組合せ、量・味等の

色々な面を考慮しながら値上げしなければならないと思います。 

 

、給食費の値上げ額については、まだ、決まっていませんが、消費税増税

と食材の高騰等を見据えて検討しなければならない。味は、個々の味覚も

あるので、全員が満足いくようにというのはむずかしい。メニューの組合

せについては、検討していきます。また、給食費の未納問題については、

教育部全体で対応してまいります。 



- 8 - 

 

 

委員・質疑 

 

学校給食ｾﾝﾀｰ所長 

 

 

報告第２号 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

委員・質疑 

 

学校教育課長 

 

委員・質疑 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

委員・質疑 

 

教 育 長 

 

学校教育課長 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

状況を保護者にお知らせしたほうがよいのではないか。 

 

お知らせすることは、とても大切なことだと思っています。 

 

 

公立施設における教育標準時間認定(１号認定)の利用者負担額について 

 

子ども・子育て支援新制度が平成 27年度から施行され、教育、保育が統

一的な仕組みとなり、また、幼保一元化施設も整備中であることを鑑み、現

行の公立幼稚園の利用者負担額が、私立幼稚園や保育施設と比較すると保護

者の負担感が公平性を著しく欠くものであることより適正な負担額に改正

するものです。 

 

決定ということか。 

 

この方向で、進めていくということです。 

 

私立と公立の違いは何か。また、幼稚園を選択する際に基準とするもの

は何か。 

 

幼稚園は文部科学省の教育要領に基づき教育を行っている点は同じだ

が，公立は運営母体が自治体で，私立の運営母体は学校法人や宗教法人で

ある。教育内容については，私立，公立共に各園の教育方針に基づき運営

されています。 

幼稚園を選択する際の基準は，保護者が，子どものより良い成長のため

に幼稚園の教育方針や特色，入園年齢，通園時間，延長保育，費用等の諸

条件を考慮し選択していると思います。 

 

この授業料の金額が適当なのでしょうか。 

 

国の基準額から見るとかなり安い料金設定となっています。 

 

私立と公立の授業料には、差があり、充分検討した結果であります。 

 

認定こども園として、平成 29 年にスタートさせ幼保一元化の施設が増え

ていくのではないかと思います。 

幼保一元化として、認定こども園も建て、園舎もきれいになりサービス

の充実を図っていますので単純に授業料だけでは比べられないものがあ

ります。 
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14 その他 

 

生涯学習課長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

14 閉 会 

今の料金体系は 12 年前に制定されていて、幼稚園教育要領に従って私立

と公立ではかなりの金額の差があり、認定こども園を建て、新サービスに

ふさわしい負担をあらためて改正をいたしましょうというのが今回のご提

案でございます。 

 

幼保連携型認定こども園となりますと、一号認定（幼稚園）の子と二号

認定（保育）の子が、物理的に同じ教室で一所に教育を受けます。建物も

受けるサービスも同じ時間帯に対して、1 時間あたりの単価が違うのはよろ

しくないので、負担の公平を期すためです。 

 

その他、事務局から何かありますか。 

 

東日本大震災で被害を受けた伊能忠敬の旧宅の修復修理が終了いたしま

した。その報告書が出来上がりましたのでお配りいたします。ご活用いた

だければと思います。 

 

総合教育会議で、出た質問について 

１．不登校・いじめについて 

 香取市では不登校が、平成 26 年度が 24 名で、平成 21 年に比べ減

少しています。 

児童生徒向けの相談電話（ホットダイヤル）があり、ときどき電話

があります。また、学校へは行けない・保健室にも行けないという

子どもの中には「ふれあいステーション」を利用している者もいま

す。利用者は現在２名です。 

   不登校については、初期段階で適切な働きができるかが重要。 

   いじめについては、平成 26 年度 9 件、いろいろないじめがあるが、

すべて解消しています。防止についても、組織体制の整備、啓発

を行っています。 

２．教育用コンピューターについて 

   配備については、計画的に進めております。 

３．特別支援関係について 

   今年度から第一山倉小学校に特別支援学級が新設され、市内 30 校

すべてに何らかの特別支援学級が設置されています。 

 

次回の教育委員会議（６月定例会議）について 

日時 ６月 25 日（木）午後３時から 

場所 市役所５階 504 会議室 

学校訪問：佐原中学校 

 

 


